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識別可能資産および負債の公正価値に基づいて算定される。この場合，従前か





























のみが連結損益計算書（compte de résultat consolidé）に組み入れられ，損益は連
結決算日における持分比率に基づいて親企業持分と少数株主持分とに配分され
る。これに対して，持分法適用期間において投資企業（親企業）に帰属する損


























































































































































































de perte du contrôle exclusif）すなわち全部連結方法適用停止日（date de arrêt de
l’application de l’intégration globale）において，連結貸借対照表に計上されなく
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